
城山総合事務所周辺の公共施設再編について

地域説明会
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相模原市 緑区役所 区政策課
相模原市 企画財政局 企画部 経営監理課

平成３０年７月２９日（日）・３１日（火）

本日の説明会は、再編方針をまとめるに当たり、昨年度、地域の皆様へご説明し
てきた内容に対する皆様からの意見を踏まえ、再編について、皆様により理解を深
めていただくことを目的にご説明するものです。



2

本日の説明会の流れ

１．主催者あいさつ

２．再編内容の説明（約４０分）

・再編の概要

・これまでの説明や意見募集でいただいた質問・疑問にお答えします。

３．質疑応答（約４０分）

・質疑応答は、より多くの方から御意見をいただきたく、一人３問までと

させていただきます。

・御質問が一巡しましたら、２回目以降の御質問をお願いします。



城山総合事務所周辺の
公共施設再編概要について

詳細は、ホームページ等に掲載している「城山総合事務所周辺の公共施設再編
概要」をご覧ください。
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城山総合事務所周辺公共施設再編方針とは

・城山総合事務所周辺は、旧城山町の行政運営の拠点として多くの施設が
集積し、様々な組織や機関が配置されていましたが、市町合併や政令指定
都市への移行を経て、現在は、建物内に余裕スペースが生じているほか、関
連又は類似するサービスが分散しており、地域からは施設の有効利用が求め
られています。

・一方、相模原市では、城山地区を含め、昭和３０年代から昭和５０年代に建
設された公共施設が多く、こうした公共施設の老朽化への対応が課題となっ
ています。

・本方針は、これらの背景を踏まえ、「相模原市公共施設マネジメント推進プラ
ン」に基づき、既存の建物を有効活用しながら、機能の集約化による利用しや
すい窓口サービスの実現と市民活動スペースの提供を目指すとともに、施設
総量の削減を図ることで、将来にわたり持続可能な公共サービスの実現を目
指すことを目的としています。



●公共施設マネジメントのモデル事業として、市としての城山総合事務所周辺の公

共施設再編方針案をまとめ、平成２９年度に地域へ説明

これまでの取組経過と地域への説明状況
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区 分 月 説 明 先 等

地域団体 ７月 城山地区まちづくり会議、城山地区自治会連合会

関係団体 ８月
城山観光協会、社会福祉協議会、城山地区民生・児童委員、シルバー人材センター
緑事務所、城山高齢者支援センター、緑保護司会更生保護サポートセンター

利用者 ８月

城山公民館運営協議会、城山公民館利用団体代表者会議、あじさい会館城山
分室利用者団体、団体事務室やボランティア室を利用している福祉団体
※８月～１０月にかけ、公民館運営協議会の中に公民館改修等検討会を設置して公民館
レイアウト案を検討し、１１月に公民館運営協議会、１２月に公民館利用団体代表者に報告

地域住民

11月 ・地域説明会（平日夜間１回、土曜日昼間１回） 計２回

12月
・自治会回覧（平成２９年１２月）

・意見募集（平成２９年１２月１日～平成３０年１月１５日）

● 「城山地区まちづくり会議（施設有効利用部会）」において、施設の有効利用に

ついて検討し、平成２５年９月に「城山総合事務所及び城山保健福祉センターの

利活用に関するまとめ」として、相模原市長へ要望書を提出

【概要】 市民利用スペースの拡充、窓口サービスのワンストップ化 等
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城山総合事務所周辺公共施設の配置状況

川尻農協前交差点

城山保健福祉センター

・城山保健福祉課

・緑子育て支援センター

母子保健班城山担当

・城山高齢者支援センター

・関係団体事務室

・あじさい会館城山分室

もみじホール城山

川尻小学校

青少年相談センター

相談指導教室はるばやし

城山障害者
デイサービスセンター

つくしの家

城山総合事務所

・城山まちづくりセンター

・緑土木事務所城山班

・青少年相談センター

城山相談室

・関係団体事務室

・城山公民館

・公文書館

相模丘中学校

城山中央保育園

城山こどもセンター

川尻児童クラブ



川尻農協前交差点

再編方針における施設配置コンセプト
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※今回の再編は、大規模改修や建て替えは行わず、 レイア
ウト変更などの簡易な対応により、短期間で実行でき、かつ
効果的な計画とすることを前提としています。

約し、サービスのワンストップ化を図るとともに、
窓口・事務室（関連団体含む）を総合事務所に集
約し、サービスのワンストップ化を図るとともに、
既存スペースを活用した行政サービスの充実を図
ります。

城山地区の行政運営の拠点

保健福祉センターを公民館に用途変更し、市民活
動スペース（貸室）の集約化・充実等により、市
民活動の拠点性の向上を図ります。

市民活動・文化の交流拠点

集約化により未利用となった土地は売却等により、集約化により未利用となった土地は売却等により、
財源の確保を図ります。

未利用資産の有効活用



コスト削減効果

維持管理費：約１千万円／年
改修・更新費：約９億円

事業効果

市民の利便性向上
土地・建物の有効活用
管理・運営の効率化

再編方針の全体概要
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廃止



城山総合事務所周辺の公共施設再編
～皆さんの質問・疑問にお答えします～

これまでの説明や意見募集から、皆さんが気になっている点、不安に思っている
点を中心に、データを交えながら、市の考え方をまとめたものです。
公共施設マネジメントは、工夫と譲り合いにより、サービス提供のあり方を変えつ
つも、将来にわたり真に必要な公共サービスを維持していくための仕組みです。
一人でも多くの地域の皆様の御理解が得られるように努めてまいります。
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皆さんの質問・疑問にお答えします①
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なぜ、公共施設の再編が必要なの？今のままではだめなの？
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出典：相模原市公共施設白書
（平成24年3月）

・高度経済成長期には多くの公共施設が整備されてきましたが、これらの施設が一
斉に更新時期を迎えようとしており、全国的にも深刻な課題となっています。

・本市でも昭和４０年代から昭和５０年代の人口急増にあわせ、小中学校や公民館
などの多くの公共施設を整備してきましたが、これらの建物の多くは、建設から３０年
以上を迎えるなど、老朽化が進行しています。

昭和６０年までに整備し
た約４割の施設（延床
面積で６割）が平成５３
年度までに更新の目安
となる時期（築５６年以
上）を迎えます。



皆さんの質問・疑問にお答えします①
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・相模原市の人口は、２０１９年の約７２万人をピークに人口減少に転じ、２０６５年

（５０年後）には、ピーク時の３／４（５３万人）まで減少すると推計しています。

・城山地区で見ると、２０１５年の２万３千人から１万４千人まで減少（－４０％）する

と推計しています。

出典：２０１５年国勢調査に基づく相模原市の将来人口推計（平成30年３月）

城山地区の年齢３区分別人口及び高齢化率の推移



皆さんの質問・疑問にお答えします①
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出典：相模原市公共施設白書（平成24年3月）

平成４４～５３年度に更新ピーク
⇒改修費と合わせ約２３０億円／年

平成５３年度（２０４１）までに、
公共施設の延床面積を
２０％削減することを目標

建物の配置や規模の適正
化に向けた集約化や複合化

の検討

公共施設マネジメントの
取組方針

出典：公共施設の保全・利活
用基本指針（平成25年10月）

・少子高齢化に伴う扶助費の増加、生産年齢人口の減少による歳入の減少など、

厳しい財政状況が想定される中で、今ある施設すべてをこれまでと同じように維持

していくことは困難です。
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市税収入の減少
扶助費の増加

生産年齢人口の減少
少子高齢化の進行

公共施設の老朽化
多額の改修・更新費用

全ての施設を
現状のまま維持
することは困難

財政ひっ迫・
将来負担の増加 予期せぬ事故・

施設の閉鎖リスク

何も手を打たな
いと・・・

市民サービスの低下

財政負担や
将来負担の軽減施設の適正な

維持・保全

市民サービスの確保

施設の適正化や
資産の有効活用、
長寿命化などの
取組で・・・

皆さんの質問・疑問にお答えします①

・公共施設の配置や規模の適正化を図るとともに、今ある施設を有効利用しながら

将来に過度な負担を残さず、必要な公共施設サービスを提供するための「公共

施設マネジメント」の取組が必要です。



皆さんの質問・疑問にお答えします②
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なぜ、城山地区で行うの？
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・公共施設マネジメントの取組は、「①建物」や「②サービス」に課題があり、

そのことを「③地域と協働で考える環境」が整っていることが大切です。

・城山地区は、これらの条件を満たしている地域です。

城山総合事務所本館や第１別館の老朽化が進み、近い将来、大規
模改修や建替えを検討する時期が迫っています。①

窓口サービスや貸室サービスなど、関連・類似するサービスが分
散しているなど、提供サービスが利用しにくい状況です。②

地域が自主的に施設の有効利用を検討（Ｈ23.９～）し、「窓口
サービスのワンストップ化」や「市民利用スペースの拡充」を行
政に求めています。（Ｈ25.9に市へ要望）

③



皆さんの質問・疑問にお答えします③
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城山保健福祉センターを公民館にするのではなく、城山総合事務所を建替えて、
すべてを集約化した方が良いのでは？

城山総合事務所や城山保健福祉センターだけでなく、学校も含めた大胆な再編
が必要では？

15

・今回の再編は、速やかに窓口のワンストップ化を図る必要があることから、既存の
建物を有効利用し、大規模な改修や建替えを行わず、短期間で実行でき、かつ効
果的な計画を目指しています。

・必要な公共サービスを維持しつつ、施設の規模を見直すことで、将来的な改修や

建替えにかかるコスト削減を目指します。

負のスパイラル

市民サー
ビスの低
下

施設に関
するコスト
が高い

改修・更
新が適切
にできなく
なる

持続可能な公共
サービスの実現

市民サー
ビスの確
保

施設に関
するコスト
の削減

適切な改
修・更新
の実現

既存建物の
有効利用

改修や
建替え
のタイミ
ング

今回の
再編
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皆さんの質問・疑問にお答えします③
・今後、施設の改修や建替えを検討する際は、地域全体の施設のあり方も含めた

検討が必要であると考えています。

（第２別館：築22年）

（第１別館：築37年）

事務室（福祉）

あじさい会館
城山分室

（保健福祉セン
ター：築26年）

（はるばやし：築18年）

公文書館
青少相城山相談
室・はるばやし

総合事務所

城山公民館
（貸室機能集
約）

転用／売却を
検討

総合事務所
（規模見直し）

改修／改築時期が到来（本館：築53年）
解体／駐車場整備

STEP１ STEP２

公文書館
青少相城山相談
室

相談指導教室
はるばやし

事務室
（まちC等）

城山公民館

未利用

今回の再編方針 改修時期

公文書館
青少相城山相談
室・はるばやし

機能移転
城山公民館
（貸室機能集
約）

STEP２も含め、改修する場
合と改築する場合のライフサ
イクルコストを比較検討して
最も効率的な方法を選択



棟名 階 事務室配置案 配慮事項等

第１別
館

１階 城山まちづくりセンター
城山保健福祉課
緑子育て支援センター母子保健班城山担当

市関係団体事務室

・利用者の多い又は福祉関係の窓口・事
務室を配置
・福祉窓口利用者へのプライバシーの配慮

２階 緑土木事務所城山班
（仮）第２川尻児童クラブ
会議室・諸室

・市の事務室及び児童クラブの増室に活用
・まちづくり会議や打ち合わせ会議、保健事
業などに使用する会議室等を配置

３階 市関係団体事務室・諸室 ・市関係団体を可能な限り同一フロアに集
約

４階 行政利用（倉庫的な利用） 本館や保健福祉センターに置かれている
物品等を集約

第２別
館

２階 青少年相談センター城山相談室
青少年相談センター相談指導教室はる
ばやし

・フロアを独立して使用することで、子どもた
ちが安心して相談・通室できる環境を確保
しつつ、受入スペースを充実

３階 公文書館 ・これまでと同様

皆さんの質問・疑問にお答えします④
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・窓口や事務室の配置に当たっては、手続きの内容、関連性、利用件数などを

踏まえた配置にするとともに、プライバシーに配慮した相談スペース（個室）の

設置などを検討します。

福祉窓口を城山総合事務所に集約する際は、プライバシーやバリアフリーに配
慮してほしい。



再編後の城山総合事務所配置イメージ

※今後の詳細配置の検討や市の組織改編、各施設の状況等により変更となる可能性があります。

階段 トイレ トイレなど 階段

（仮）川尻
第２児童ク
ラブ

会議室 会議室
（和室）

ＥＶ

ステージ トイレ

会議室

緑土木事務所城山班

ＥＶ

■２階平面図

青少年相談センター城山相談室
青少年相談センター相談指導教室はるばやし

会議室

階段

外階段

２階玄関

第１別館

第２別館
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１階玄関

城山観光
協会

玄関

（行政窓口）
城山まちづくりセンター

・
城山保健福祉課

・
緑子育て支援センター
母子保健班城山担当

・
相談室等

階段 トイレ トイレなど

外階段

ＥＶ

トイレ

城山高齢者支援センター

■１階平面図

第１別館

第２別館

階段

ＥＶ

階段



再編後の城山総合事務所配置イメージ
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※今後の詳細配置の検討や市の組織改編、各施設の状況等により変更となる可能性があります。

３階の一部及び４階は、本館や保
健福祉センターにある物品・備品等
を集約の上、倉庫として活用し、施
設の有効利用に努めるとともに、維
持管理の経費節減に努めます。

公文書館

倉庫

階段 トイレ トイレなど

社協ボラ
ンティア
室

階段

緑保護司
会

社会福祉協
議会城山事
務所

シルバー人材
センター緑事
務所

社協団
体事務
室

トイレ

ＥＶ

ベビー
ルーム

■３階平面図

第１別館

第２別館

階段

ＥＶ



皆さんの質問・疑問にお答えします⑤
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・今の場所（建物）では、年々増える利用者の増加に対応できておらず、また、連携

を図るべき相談室が離れているため、十分な相談環境が確保できていません。

・今回の再編では、総合事務所第２別館２階フロアを青少年相談センター専用にす

ることで、安心して通室できる環境を確保しつつ、相談・通室環境の充実を図ります。

青少年相談センター相談指導教室はるばやしは集約せずに、今の場所（建物）
のままのほうが良いのでは？
子どもたちが安心して通える環境を確保してほしい。

青少年相談センター（相談室） 相談指導教室
相談室と相
談指導教室
の関係

庁舎（窓口）との関係

青少年相談センター 銀河、いずみ 同一建物内 市役所近隣に単独で設置

青少年相談センター南相談室 若葉、すばる 同一建物内 南区合同庁舎別館（入口別）

青少年相談センター城山相談室 はるばやし 別々の建物
城山総合事務所第２別館（入
口別）と近隣の建物

青少年相談センター相模湖相談室 かつら 同一建物内 相模湖総合事務所内

＜市内の青少年相談センター相談室と相談指導教室の配置関係＞



皆さんの質問・疑問にお答えします⑥
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城山公民館とあじさい会館城山分室が一つになると、部屋が足りずに十分な市
民活動ができなくなるのでは？

・多目的に利用できる部屋を増やし、現在の稼働率と利用者のニーズを踏まえた部
屋数を確保することで、これまでと同等の活動機会を提供できると考えています。

再編前 再編後

施設名 フロア 部屋名 延床面積 稼働率 施設名 フロア 部屋名 延床面積

城山
公民館

２階 大会議室 293㎡ 51.4%

城山
公民館

１階 大会議室 184㎡

２階 茶華道教室 47㎡ 28.4% １階 小会議室① 40㎡

２階 談話室 80㎡ 47.1% １階 中会議室① 78㎡

２階 第２会議室 43㎡ 50.6% １階 中会議室② 58㎡

３階 体育室 321㎡ 59.4% ２階 和室 114㎡
４階 第１会議室 50㎡ 42.6% ２階 多目的室① 158㎡

４階 学習室※ 37㎡ 53.4% ２階 料理実習室 72㎡

４階 研修室※ 37㎡ 51.4% ２階 多目的室② 58㎡

４階 実習室 97㎡ 46.3% ２階 多目的室③ 72㎡

あじさい会館
城山分室

２階 和室 114㎡ 46.0% ２階 多目的室④ 85㎡

２階 運動室 158㎡ 85.8% ２階 小会議室② 47㎡

３階 第１会議室 80㎡ 44.1% ３階 多目的室⑤ 80㎡

３階 第２会議室 60㎡ 37.2% ３階 茶室 30㎡

貸室合計 １３部屋 1,417㎡ 50.3% ３階 中会議室③ 60㎡

※稼働率は平成２７年度実績
※学習室と研修室は、平成３０年度から１部屋として貸出

３階 中会議室④ 56㎡

貸室合計 １５部屋 1,192㎡



再編後の城山公民館配置検討図（１階）
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中会議室①

※本配置検討図は、公民館運営協議会の中に公民館改修等検討会を設置して検討したものです。
※写真は現状であり、各部屋の目的に合わせて必要な改修、備品の入替え等を行います。

保育室

中会議室①

大会議室

倉庫

中会議室②

小会議室①

倉庫

倉庫
書庫

中庭

EV

給湯室

警備室

公民館事務室

図書室

トイレなど

階段
玄関



再編後の城山公民館配置検討図（２階）
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料理実習室

和室

小会議室②

多目的室①

倉庫 倉庫

料理実習室

多目的室②

給湯室 倉庫

EV

階段

トイレ

倉庫

倉庫

休憩室

ヘ

ル

ス

ト

ロ

ン

ル
ー

ム

（
暫

定

）

和室ステージ

和室

多目的室③
多目的室④ 倉庫

※本配置検討図は、公民館運営協議会の中に公民館改修等検討会を設置して検討したものです。
※写真は現状であり、各部屋の目的に合わせて必要な改修、備品の入替え等を行います。



再編後の城山公民館配置検討図（３階）
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多目的室⑤ 茶室 中会議室③

中会議室③ 中会議室④
コミュニ
ティ室

録音
編集
室

トイレ

茶室

EV

多目的室⑤
階段

※本配置検討図は、公民館運営協議会の中に公民館改修等検討会を設置して検討したものです。
※写真は現状であり、各部屋の目的に合わせて必要な改修、備品の入替え等を行います。



部屋 主な用途

多目的室２（５８㎡）
多目的室３（７２㎡）
多目的室４（８５㎡）

多目的
・スポーツやダンスなど、
多目的に使用できる中
規模な部屋を多く確保し、
用途に合わせて予約で
きるようにします。

※武道については、相模丘中学校の武道場を活用

大会議室（１８４㎡） 会議、ダンス、市主催事
業など
・５０人を超えるような、
大きいスペースが必要
な事業で使用することを
想定しています。

部屋 主な用途

体育室（３２１㎡） 武道、卓球など
・部屋の半分以上に畳
が敷いてあるため、部屋
全部を使っている活動
はなく、必ずしも利用しや
すい部屋ではありません。

大会議室（２９３㎡：ス
テージ含む）

会議、ダンス、まちづくり
会議など
・ステージ部分など、通
常の活動では使用しにく
いスペースがあります。

皆さんの質問・疑問にお答えします⑦

25

部屋数は増えているのに、貸室面積が減っているのはなぜ？

25

・体育室（３２１㎡）と大会議室（２９３㎡）を利用者のニーズに合わせた大きさ・部屋
数に見直したことで貸室面積が減りました。なお、公民館の延床面積としては、ロビ
ーや休憩室などゆとりある空間を確保することで、約６００㎡増えています。

再編前 再編後



皆さんの質問・疑問にお答えします⑧

26

もみじホール城山と城山公民館の駐車場が足りなくなるのでは？

26

・もみじホール城山で大きなイベントがなければ、通常は十分足りると想定しています。

・もみじホール城山のイベント時には駐車場が不足することが考えられます。

・イベント時には、臨時駐車場など、近隣の駐車場の活用を含め、周辺地域全体で

対応していくことを検討します。

駐車場
通常時
（平日）

健診時
（平日）

イベント時
（平日）

通常時
（土休日）

イベント時
（土休日）

城山総合事務所
（85台）

平均 41 －※
最大 56 －※

公民館＋
もみじホール城山（80台）

平均 12 37 55 16 62
最大 20 56 92 16 91

（駐車場利用状況調査）
・通常時の平日、土休日、公民館休館日やイベント時等の駐車場利用台数を調査し、各施設の利用台数を想定
※再編後の城山総合事務所は、土休日の窓口開庁時を除いて利用がほぼないと想定

＜駐車場利用状況調査から想定した再編後の駐車台数＞



皆さんの質問・疑問にお答えします⑨

27

バス本数が多い「城山総合事務所入口」バス停から遠くなり、バスを利用してくる
公民館利用者にとって不便になるのではないか？

27

・現在、年間約１２，０００人の方が福祉の窓口を利用しており、うち年間約２５０件 に

及ぶ方が、総合事務所と保健福祉センター（約６００ｍ）を行き来している状態です。

・今回の再編では、福祉窓口や関係団体を総合事務所に集約することで、この様な

不便を解消することや、わかりやすいサービスを提供することを目的の一つとしてい

ます。バスで公民館を利用する方にはご不便をおかけいたしますが、御理解をいた

だきたいと考えています。

＜城山保健福祉センターの利用状況（平成２７年度実績）＞

利用内容 年間件数

城山保健福祉課、緑子育て支援センター窓口
（うち、総合事務所と２か所で申請が必要な手続き※）

１０，８５０件
（約２５０件）

城山高齢者支援センター １，１３７件

あじさい会館城山分室 ２６，４２５人

※児童扶養手当（新規申請）、特別児童扶養手当、医療費助成（保険変更・転居）、障害者
手帳対象者の死亡時について（国保対象者）等



皆さんの質問・疑問にお答えします⑩
保健福祉センターがなくなると、福祉のためのサービスや活動が低下しないか？

28

●城山総合事務所に行政機関、福祉関係団体を集約
ワンストップ化を図ることで、サービス向上や連携を強化する。
⇒ 地域課題への対応や地域福祉の向上を図る。

●保健福祉事業等については、城山保健センター及びあじさい会館城山分室の
廃止後も、城山総合事務所や公民館を活用して事業を継続
⇒ 市民サービスの低下を招かず、地域福祉、高齢者福祉などの充実を図る。

・乳幼児健診、がん集団検診
・障害者補装具巡回相談
・福祉のつどい
・高齢者サロン
・育児相談、ことり教室
・福祉・ボランティア団体活動
・地域ケア会議

・まちづくり会議・懇談会
・文化祭
・公民館主催事業

・文化祭
・公民館主催事業

＋
・乳幼児健診、がん集団検診
・障害者補装具巡回相談
・福祉のつどい、高齢者サロン

・育児相談、ことり教室
・福祉・ボランティア団体活動
・地域ケア会議、介護予防教室

・まちづくり会議・懇談会

現在 再編後

公

民

館

総
合
事
務
所

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

公
民
館

総
合
事
務
所

保
健
福
祉
事
業



皆さんの質問・疑問にお答えします⑪

29

・今回の再編により未利用となった土地については、将来の活用見込みを明らかに

した上で、行政や地域としての活用がない場合は、再編に係る財源確保のために
売却などの有効利用を検討します。

・活用見込みの検討に当たっては、売却ありきではなく、民間への貸付も含め、総合

的な観点から検討します。

未利用となった土地は、一度売却してしまうと二度と手に入らないので慎重に考
えてほしい。
未利用となった資産の活用で得た収益は、城山地区のために使ってほしい。

＜公共施設の保全・利活用基本指針（平成２５年１０月策定）＞

方針６：市民の便益向上や収益確保を図るための未利用資産の活用

施設の統廃合、再編・再配置等により発生する、未利用の土地や建物
については、市以外の主体が活用することにより、市民に新たな便益を
提供したり、賃貸や売却など、資産として運用し、収益の確保を図るなど
有効活用を図ります。



皆さんの質問・疑問にお答えします⑫

30

・地域の皆様の御理解や今後想定される手続きが順調に進んだ場合の最

短スケジュールであり、今後の調整等で変更となる場合があります。

・地域の皆様の御理解が得られれば、利便性の向上や維持管理費の削減等の実現

に向け、一日でも早い再編を目指してまいります。

２０２０年度の供用開始は決定事項なの？スケジュールありきなの？

２０１８年度～
再編方針の策定 工事計画の検討

・設計
改修工事 供用開始

（第１ステップ）

解体・駐車場整備等

（第２ステップ）

・改修工事

・地域や利用者への周知等

・工事計画の検討
・工事中の利用方
法の検討

・現状分析
・目標・基本方針
・施設配置計画
・概算事業費
・再編効果など

・再編後の管理運営方法・利用方法
の検討

機
能
再
編

（２
０
２
０
年
度
目
標
）

・本館解体・駐車場
整備に向けた検討
・調査・設計
・未利用資産の有
効活用に向けた検
討



皆さんの質問・疑問にお答えします⑬

31

・再編に向けた改修工事期間中は、行政窓口を継続しながら、改修工事を短期間

で行う必要があります。このため、公民館の諸室を事務所に改修しながらの計画に

なりますことから、一部又は全ての貸室が利用できなくなります。

・今後、改修の工事工程を検討して行く中で、工事期間中の安全確保を前提に、

貸室への影響を最小限になるよう検討していきます。

・具体的な工事工程や影響が確定しましたら、皆様にお知らせしていきます。

工事中は行政窓口が閉められたり、公民館やあじさい会館城山分室の貸室が
使えなくなるの？使えない期間はどうすれば良いの？

行政窓口
（まちづくりセンター等）

業務継続

公民館・
あじさい会館城山分室

一部又は全部の貸室休止



32

緑区役所 区政策課 企画財政局 企画部 経営監理課

〒252-0131
神奈川県相模原市緑区西橋本5-3-21
相模原市役所緑区合同庁舎５階

〒252-5277
神奈川県相模原市中央区中央2-11-15
相模原市役所本庁舎３階

電 話：042-775-8802 電 話：042-769-9240

ＦＡＸ：042-700-7002 ＦＡＸ：042-754-2280

（問い合わせ先）


